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◆日時：３月１日（日）午前10時～午後４時
◆場所：萩・明倫学舎（萩市江向６０２）
◆内容：①「大地の成り立ち実験室」～足もとの大地はどうできた？～
　　　　　　火山ふん火実験、ミニチュア河川実験など
　　　　②「食と大地の実験室」～食と大地の“つながり”を見つけよう～
　　　　　　コーヒー・紅茶飲みくらべ実験、海藻ダシの抽出実験など
　　　　③「暮らしと大地の実験室」～大地に合った暮らしの“知恵”とは？～
　　　　　　和紙の再生実験、藍染め実験など
　　　　④クイズラリー「半田君からの挑戦状」
　　　　　　萩ジオパークのキャラクター“半田くん”が、クイズを出題。
　　　　　　会場に散りばめられたチェックポイントをめぐって問題を解こう
　※予約不要

年に 1 度の 「萩ジオパーク」 を楽しむ祭典！

「萩ジオパークフェア２０２６」 を開催
今年は会場全体が研究所（ラボ）に大変身します。お客様は一日研究員となって３つの実験室
を巡っていただきます。火山の実験をしたり、味のちがいを調べたりして、大地と人の間にあ
るヒミツを自分で試して、考えて、探ったりして、楽しんでいただける内容となっています。
また、「萩・明倫学舎の文化祭2026」も同時開催されます。ぜひご来場ください。

※詳細については、

　萩ジオパーク推進

　協議会ＨＰをご覧

　ください。  



奥萩地域特産品フェア出展

　１月25日、萩市明木の旭マルチメディアセンターで開
催された「奥萩地域特産品フェア」に初めて出展しまし
た。本フェアは特産品の販売に加え、小学生による発表
会などのステージイベントも行われ、地域の方々が多く
集う交流の場となっています。
　当日は、軟水と硬水で淹れた紅茶の飲みくらべ体験を
実施しました。身近な「水」の違いから大地の特徴へと
関心を広げてもらうプログラムで、多くの来場者にご参
加いただきました。
　また、萩ジオパーク活動補助金を活用して活動されて
いる遠谷terraにもお声がけし、取り組みの紹介を行いま
した。遠谷terraは萩市川上地域で、土地に合った産業や
暮らしを見直す実践として、かつての特産品であった藍
の生産復活に挑戦して
います。当日は藍の実
物展示も行われ、大地と
地域文化のつながりを
感じる場となりました。

須佐中学校 ・ 藻場再生に関する講演

　２月19日、須佐中学校にて全校生徒を対象に講演を

行いました。須佐中学校では、地元「海の森をつくる

会」の協力のもと、藻場の再生活動に長年取り組まれ

ており、今回はその学習の一環としてお声がけいただ

いたものです。

　講演では、｢海は森の恋人｣と言われる海と陸の関係

に触れながら、とりわけ山と海を結ぶ「川」の役割に

注目しました。地形模型のパズルや、新たに開発した

川の流れを再現する実験を通して、水の流れが土砂や

栄養分をどのように運ぶのかを観察してもらいました。

　実験では、川は普段ほとんど物を運ばず、大雨で増

水したときに大量の土砂や栄養分を運ぶことを確認し

ました。須佐地域

の豪雨災害の経験

にも触れながら、

自然の働きをどう

捉えるかを考える

時間となりました。

　『食と大地の研究所』は食を切り口に“大地と人のつながり”に触れ、大地と向き合うことの大切さを学ぶ体験型講座

で、参加者の皆さんが自ら実験・考察などしていただく新企画です。今回は阿武町の海藻を対象に実施しました。　

　最初に阿武町の漁業者の福本真司さんから、海藻についての定義や種類などの概要をお話いただき、次にフィールド

ワークで、実際に阿武町の海に生えている海藻を見に行きました。

　海藻は深さによって生えている種類が違い、実際に見学にいった場所でも浅い所から、ノリ、アオサ、シオミドロ、

ヒジキ、ワカメの順に生えている様子が確認できました。また各自で色々な海藻を採取し、その種類を福本さんに聞い

たり図鑑で調べて、どんな種類の海藻が見つかったのかを記録し、最後は採取した海藻をみんなで試食しました。参加

者からは、「かぎられた小さな場所にもたくさんの種類の海藻があり、採取できたことに驚いた」や「潮間帯の帯状分

布や、海藻の種類など、知らないことが多くあり興味深かった」などの感想をいただきました。

　昨今、海の環境変化が問題となっており、萩や阿武の海も例外ではありません。私たちに身近な場所でどのようなこ

とが起こっているのか、今後とも引き続き調査を行って行きたいと考えています。

『食と大地の研究所』を開催しました

～海藻っていつどこに生えてるの？阿武の海藻観察＆試食会～



　２月 12日（木）、萩市役所大会議室にて、令和８年度の萩ジオパーク推進協議会定期総会を開催しました。今回
は、次期活動計画を日本ジオパークネットワーク（JGN）へ提出する関係で、例年より早めの開催となりました。
まず、令和７年度の事業報告と決算見込みについて事務局から説明があり、現時点での進捗と年度末の見通しにつ
いて承認されました。最終的な決算は、監査を経た上で別途整理する予定です。続いて、今後４年間の活動の方向
性を示す「萩ジオパーク活動計画（2026-2029 年度）」について、これまでの取組や地域の実例を交えながら白井
専門員が説明し、承認されました。この計画は年度内に JGNへ提出し、当協議会のHPにも掲載予定です。また、
来年度の具体的な取組として、「令和８年度事業計画案・予算案」が示され、こちらも原案通り可決されました。
なお、これは議会での議決を前提としており、その結果に応じて必要な調整を行う予定です。
　そのほか、100 話で連載を終える「がんばれ！半田くん」四コマ漫画を冊子化し、関連施設に設置する方針につ
いても承認されました。これは、元山口大学教授の故・永尾隆志氏のご遺志により市へ寄せられた基金を活用する
もので、来年度に仕様や予算を検討し、令和９年度に制作予定です。
　議案以外では、来年度に予定されている日本ジオパーク委員会による再認定審査について、準備状況やスケジュ
ールの説明がありました。委員からは基金の趣旨や広報の工夫、これまでの活動の評価、地域の特色に関する質問
や意見が寄せられました。
　最後に、脇田顧問からは次期計画の先進性、柚洞顧問からは再認定審査への心構え、平田顧問からは地域課題に
向き合いながら活力ある活動を続けてほしいとのご講評をいただきました。本総会での承認やご意見等を踏まえ、
当協議会は令和８年度も皆さまと共に活動を展開していきますので引き続きよろしくお願いいたします。

萩ジオパーク推進協議会 令和８年度定期総会を開催

笠山山頂展望台『鳶ノ巣』

椿まつりとコラボした企画を実施しています！

椿期間限定カフェメニュー
　〇椿彩(つばきいろ)のハーブティー　600円
　〇椿のショートブレッド　200円
　　販売期間：3/22（日）まで

地元「越ヶ浜」小・中学生がデザインした椿柄
のカップシールでドリンク販売
　　販売期間：3/22（日）まで

※月曜定休　祝日の場合は翌日　
　ラストオーダー14：30（2月）
　　　　　　　　15：30（3月）

※詳細については萩ジオパーク
　推進協議会HPをご覧ください。

　２月７日・８日・21日の３日間、ガイド技術＆プロ
グラム開発研修を開催しました。講師には、長年ご指
導いただいている一般社団法人をかしやの菊間彰氏を
お迎えしました。今年は久しぶりに、ガイドの基本に
立ち返る「王道」の研修です。
　１日目は「体験する日」。先輩ガイドによる既存プ
ログラムを実際に参加者自身が体験しました。知識を
説明するのではなく、体験を通して感動や気づきを伝
える手法に触れ、「伝わるガイド」とは何かを実感す
る時間となりました。
　２日目と３日目は実践編。笠山椿群生林と須佐地域
を舞台に、参加者自らが体験プログラムを企画し、実
際に試行しました。現場での試行錯誤や意見交換を通
して、新しい発想や工夫が生まれる場面も多く見られ
ました。
　体験を通して
伝えるというガ
イドの本質を改
めて見つめ直す、
充実した研修と
なりました。

ガ イ ド 技 術 ＆ プ ロ グ ラ ム 開 発 研 修



３月～４月上旬の予定
●萩ジオパーク×萩・椿まつり　２月２１日（土）～３月２２日（日）　場所：笠山山頂展望台　内容：「萩・椿まつり」とのコラボ企画
　として、限定カフェメニュー、越ヶ浜小中学生デザインの椿柄カップシールでのドリンク販売を実施　主催：萩ジオパーク推進協
　議会（0838-21-7765）
●萩ジオパークフェア2026　３月１日（日）　時間：10:00～16:00　場所：萩・明倫学舎　内容：「萩・明倫学舎の文化祭」との
　コラボ行事として、大地の成り立ちや人とのつながりを様々な実験・体験を通じて解き明かす　参加：予約不要・入場無料（体
　験によっては有料）　主催・問合せ：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
●萩ジオアカデミー～海そうから見る北浦の海の今～　３月７日（土）第１部13:30～14:30、第２部15:00～17:00　場所：阿
　武町町民センターほか　内容：藻類学専門の村瀬昇教授（水産大学校）を講師として迎え、海そうを切り口に私達の暮らしを取
　り巻く海の変化についての講演（第１部）、海そう観察などのフィールド体験（第２部）を実施　参加：事前申込要（詳細は萩ジオ
　パーク　推進協議会HP参照）　主催：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
〇geoとも（萩ジオ友の会）定例会　3月21日（土）　9：30～16：00　中央公園周辺から萩市内各地を探訪　参加：会員のみの
　限定　主催・問合せ：geoとも（中西 080-8747-9383）

萩ジオパーク推進協議会では、第一線で活躍されている研究者を講師にお招きして、地球の活動や大地の
成り立ちを学ぶ講座「萩ジオアカデミー」を開催しています。
今回のテーマは 2月 15日に開催した「食と大地の研究所」でも取り上げた「海そう」です。実は今これ
までにはなかった異変が海そうにおきています。山口県における海そう研究の第一人者を迎え、私たちの
暮らしを取り巻く海の変化を学びます。また、海岸での海そう観察や海そうの “おしば” づくりも予定し
ています。

萩ジオアカデミー

〜“海そう”から見る北浦の海の今〜　
開催のお知らせ

【参加費】　中学生以上 1,000 円　小学生以下 500 円
【定　員】　20名（先着）
　　※「第 2部のみ」のご参加はできません
　　※天候によってはフィールド観察を見送り、室内ワークのみになる場合があります。
【申込み】　萩ジオパーク推進協議会ホームページ内の申込みフォームから　　　　　 
　　　　　2 月16 日（月）～3月3日（火）　　　※定員に達した場合は受付を終了します。

【日　時】　３月７日（土）午後１時 30分 ～ ５時 
【場　所】　阿武町町民センター（阿武町奈古 3078-1）他
【講　師】　村瀬　昇（水産大学校　生物生産学科）
【内　容】　第１部：講演会　「海そうの役割と北浦の藻場について」
　　　　　　　時間：13：30 ～ 14：30
　　　　　　　会場：阿武町町民センター
　　　　　　　定員：40名（先着）

　　　　　　　　　※移動は各自の車で

第２部：フィールド観察・ワーク　　①海岸での海そうの観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　②「海そう “おしば” づくり」体験
　　時間：15：00 ～ 17：00
　　会場：奈古周辺の海岸、阿武町町民センター



第97話 
14年後の半田くんと仲間たち①

第98話 
14年後の半田くんと仲間たち②

2040年、半田くんは萩ジオパークの

専門員になりました。

僕の後継者？

大丈夫かな？

白井 龍馬

私は笠山 椿よ。

萩ジオパークの

ジオガイドを

してるの。

やっぱり笠山

中心にね。

田床山で

納豆ご飯専門店を

やってるだよ。

飯くいねぇ。

わだすは、田床 山美だす。

僕は、見島 潮。
六つ子ちゃんと萩六島に
酪農を広めているよ。

私は佐々 並子よ。
佐々並地区で
カルデラ温泉
リゾートを
開いているの。
遊びに来てね

俺は、伊良尾 龍。
龍が通った道で、
柱状節理鉛筆を
売っていたけど
最近はタブレット
ペンシル販売が
中心だよ。

僕は、須佐みことだよ。
畳岩で、石焼きバーベキューをやっている。

最近、
石の板が熱で
ホルンフェルスに
なってきた。

岬モドロだよ。
シーカヤックで、
水玉の岩
見学ツアーを
やってるんだ。

「マグマ混交」っていう
珍しい現象さ。

ウソです・・・



いよいよ最終回：さよなら！半田くんーそして未来へ
第99話 

半田くんの結婚式？ 卒業式？
第100話 

みんなで萩ジオパークの未来へ

ちがいます。

ハッピー・スタートです。

これから、萩ジオパークの

輝かしい未来が始まるのです。

半田くんや

仲間たちと一緒に！

2041年3月　半田くんがついに結婚します。

テーブルには宇生賀のお米でできたおにぎりや

千石台の大根や小川の桃などジオの恵みが並びました。

ところが、半田くんは結婚指輪を忘れてきたので

花嫁さんは、式場から怒って出て行ってしまいました。

半田くんは、目を覚まして、慌てました。

今日は結婚式じゃなくて、小学校の卒業式です。

時は2026年3月です。

慌てて、学校まで走って行きました。

こうして、半田くんたちは、美怜小学校を

卒業することになりました。いよいよ中学生です。

ねぇ、僕の夢の中で、
怒って出て行ったのは、

誰だと思う？

わたすは
爺さん一筋
だからね

わだすは
納豆一筋
だからね

今度は夢で

ありませんように

これって

ハッピーエンド？

石灰岩の半田くんは、

涙で溶けてしまいました。

彼らの未来は、

夢の中のように

なるのでしょうか？

もちろん私よ！　
14年後には指輪
忘れないでね♡

夢か！

ながらく　ご愛読、ありがとうございました。ながらく　ご愛読、ありがとうございました。



わっきー教授のつぶやき

　四コマ漫画「がんばれ！半田くん」の第97ー

100話が掲載されました。第1話が掲載されたの

が、2019年１月１日です。なんと7年にも及ぶ

長期連載です。そして、キリのよい第100話で、

大団円を迎えました。ここまで続けてこられた

のは、応援してくださった読者の皆様と、萩ジ

オパークの関係者の皆様のおかげです。本当に

ありがとうございました。

　萩ジオパークが日本ジオパークに認定された

のが2018年９月20日ですから、認定とほぼ同

時期に連載の準備がスタートしていたことにな

ります。萩ジオパークとともに成長してきた四

コマ漫画「がんばれ！半田くん」は、幕を閉じ

ることになりました。そして、それは『萩ジオ

パーク』が新しい時代に突入することを示して

います。お別れは悲しいですが、新たに発展し

ていく『萩ジオパーク』を想像し、見守ってい

くことには、とてもワクワクいたします。

　「がんばれ！半田くん」の構想は、当時の萩

ジオパーク事務局員たちが「萩ジオパークを楽

しく知ってもらうために地質を擬人化した漫画

でジオパークを紹介しよう」と考え、「萩にも

秋吉台と同じ石灰岩があるのに、ほとんどの人

が知らないから、石灰岩を主人公に仕立てて漫

画にしてはどうだろう？」という提案から始ま

りました。私は石灰岩も研究対象にしているの

で、さっそく張り切って脚本をまとめましたが、

出てくるのはダジャレばかりで、一向に面白く

ならなりませんでした。そんな私の脚本を、楽

しい四コマ漫画に仕立てあげてくださったのが、

萩ジオパークの『白玉団子』先生(ペンネーム)で

した。先生の書くキャラクターはどれも可愛くて

魅力たっぷりで、思わず笑ってしまいます。お忙

しい仕事の合間に、長年作画してくださったこと

に、心より感謝申し上げます。また、この７年間、

萩ジオパーク事務局もメンバーが変更してまいり

ましたが、私の行きすぎたダジャレや原稿を上手

にアレンジして読みやすい漫画に仕立ててくださ

いました。歴代の事務局スタッフにも厚く御礼申

し上げます。

　萩ジオパークは、多くの魅力あるジオサイト

に溢れています。「がんばれ！半田くん」では、

それぞれのジオサイトに対応したキャラクター

が活躍してきました。これからも、萩ジオパー

クのさまざまなジオサイトを訪れる際や、イベ

ントなどに参加したときには、「がんばれ！半

田くん」やそのキャラクターたちを思い出して、

微笑んでくださると、うれしいです。

　わっきー教授のつぶやきも、四コマ漫画「が

んばれ！半田くん」の解説として続けてきたの

で、こちらも最終回になります。7年間本当に

ありがとうございました。これからも萩ジオパ

ークの活動を暖かく見守ってください。よろし

くお願いします。

　　　令和8年　吉日　　　　　わっきー教授


